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木蓄の謀題「現代港湾の諮問題」とは，きわめて深く して巾広い意味内谷

をもっている。本年度は，日木港湾経済学会創立10周年の全国大会を催すに

あたり， 「港湾経済研究」第9巻が，その意味をもって，装い新たに誕生す

ることもよろこびに耐えない。

第10回大会の共通論題は「広域港湾と港湾、経営の諸問題」であるが，本書

は，ますます重要かつ複雑化するわが国の港湾問題を総合的にとらえ，ここ

に大方の御高批を仰ごうとするものである。直面するわが国港湾の諸問題と

共に， 「広域港湾Jや「経営問題」もわが国港湾の今後の基本的な重要課題

であるc 港湾、は国の内外を問わず，めまぐるしい経済的変動を感ずる機能で

あるかぎり，それにふさわしい経済・社会的な港湾体制を確立させねばなら

ない。このためには，港湾を経営体と してとらえた客観的な理論が形成され

る必要がある。広域港湾もそのような概念をもとにして考えられるべきであ

り，その他の諸問題についても，明治以来の旧い「公物思想」や経済外的な

規制で港湾が運営されるものから脱出しないと，港湾の営みも近代化してこ

ないであろう。木書はそのような問題意識の中で。とくに第1部（第10回大

会共通論題〉第2部（記念論文〉第3部（第9回大会自由論題）の構成によ

ってわが国港湾の現代的課題を論じている。

木学会の大会については，開催地各位の絶大なご尽力によっている。学会

年報の刊行にかんしては，賛助会員，ならびに正会員諸氏のご協力， さらに

は事務局関係者および編集委員の方々および出版の労をとって下さった成山

堂書店の大きなど努力に依存していることを憶い，心からなる謝意を認めた

い。また学会活動における学会誌の役割の重要性をこの上共ご理解いただ

き， なお一層のお力ぞえを願い， 共に木学会の健全な発展に資されること

を，と くに10周年の期に深く念ずる次第である。
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